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事業計画書

１　研修の計画
	研修の名称
	　
	研修作目
	　

	研修の目的
	　

	研修期間
	年　月　日　～　　　年　月　日

	研修先
	所在地
	〒　　　　　　　　　　　　　　　　【最寄鉄道駅】
（　　　線　　　駅）

	
	研修施設名
	　

	
	経営、研究等の概要等

	研修の内容
	　

	研修に要
する費用
	　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	補助金申請額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　円


　　注
１　研修の内容は、できるだけ詳細に記入すること。
　　　２　事業計画に関係する図面、カタログ等がある場合は、添付すること。






２　研修後の就農計画
　(1) 将来の農業経営の構想


(2) 就農時における目標
	営農類型
	　

	就農予定地
	　
	就農時期
	年　月　日

	就農・経営形態
	　　　新規学卒　　　　　　Ｕターン　　　　　　新規参入

	
	　自営により個人経営　　　　親の経営とは別の部門の経営
※親が営む経営に従事
　農業法人の構成員　　　　　※農業法人の雇用者
※印を選択した場合、自己の農業経営を開始する方法及び時期
　　（方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　（時期：　　　年　月）

	経営規模
	作目名
	就農時
	５年後の目標

	
	　
	　
	　

	所得目標
	農業所得
	千円
	千円

	
	市町村基本構想の所得目標
	　　　　　　　千円　
（主たる従事者・個別経営体）

	農業労働力
	氏名
	年齢
	続柄
	年間農業従事日数（日）

	
	
	
	
	就農時
	５年後の目標

	
	　
	　
	本人
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　

	家族経営協定の締結（計画）の有無
	有（　　　年　月）　・　無


＜記入上の留意事項＞
２(1)「将来の農業経営の構想」
研修終了後に構想している自らの将来の農業経営を記載する。農業法人の雇用者及び農業を営む個人の世帯員（同居の親族）として農業に従事しようとする者にあっては、独立後の自らの農業経営の構想について記載する。
２(2)「就農時における目標」
「経営規模」は、作業受託による場合はその旨を記載する。
「農業労働力」は、申請者本人を参考として従事者を記載する。ただし、農業法人の雇用者にあっては、「経営規模」及び「所得目標」を記載する必要はない。
